
松島町幡谷地区 地元住民（６１名）の皆さんが受講

○平成28年１０月２３日、 水防災に関する講演会が松島町幡谷地区で初開催され、地元住民６１名が参加しました。

○「鳴瀬川下流の減災に係る取組方針（住民等への防災教育）」の一環である本取組を通じて、鳴瀬川の概要・水害の歴史と
治水対策、減災対策へ取り組みなどについて説明。東日本大震災から５年が過ぎ、昨年の関東・東北豪雨も受け、改めて
区民の危機意識の保持、防災意識をより深めていただきました。

○参加者からは、「過去の洪水被害の状況を見て、聴いて、改めて自然災害のすさまじさ、大きさを再認識したとともに、
減災に向けた取組みと、災害への備えの大切さなど大変勉強になった。今後も継続的に開催したい。」などの感想をいただ
きました。

２．吉田川の洪水と対応

・昭和61年8月洪水など

３．河川整備計画の変更

４．減災対策協議会の取り組み

・簡易アラートの運用

１．鳴瀬川等について

・流域の特徴

・鳴瀬川等の歴史

・治水事業の経緯

主な講演内容

減災対策協議会

鳴瀬川等⼤規模氾濫時の

H28.10.23 ⽔防災に関する講演会 松島町幡⾕地区で初開催!


